
　１、試合回数 ： 　　
6回戦とする。日没及び降雨時の試合成立回数は５回終了時とし、均等回同点で試合の継続が不可能の
場合は、試合が成立していても再試合とする。

　２、試合時間 ：
Ａ戦、ＢＣ戦共に１時間３０分とし以降新しいイニングに入らない。※時間優先勝ち逃げ適用
試合中の健康状態を確保するため、イニングの途中であっても審判員の判断で休憩時間を設けることが
ある。この休憩時間は試合時間に含めない。

　３、ｺｰﾙﾄﾞｹﾞｰﾑ ： ４回１０点差、５回７点差とする。

　４、延長戦 ：
Ａ戦決勝も含め６回終了時もしくは、試合時間規定時に同点の時にはタイブレイク方式にて行う。
（無死一・二塁、継続打順）を最大２回行う。それでも同点の場合は抽選で勝敗を決定する。

　５、.投球制限 ： 投球制限１日７０球以内とする。　※７０球に達した時点で、その打者の打撃完了まで投球出来る。

※一度投手から他の守備位置についた場合でも、７０球に達するまでは同一試合で投手に戻ることができる。

※４年生以下の選手は１６メートルの投本間で投手をする事ができないが、城東少年野球大会は認める。

　６、適用規則 ： 規約及び規則は（２０２３年度）公認野球規則に準ずる。選手 ・指導者は必ずスポーツ保険に入る事。

　７、禁止事項 ： ①変化球を投げる事を禁止。（１回目警告 ・ ２回目交代）

②ベンチ前の素振りは審判の指示に従う事。

③監督・コーチの選手及び審判員に対する暴言 ・体罰的行為の禁止。（１回目より退場あり）

④試合中、監督 ・コーチ・選手・給水係（母）は担当審判員の許可無くベンチを離れる事を禁止。

　８、ベンチ内 ：
組み合わせ番号の若いチームが一塁側とする。ベンチ内は監督 ・コーチ２名（背番号２８・２９）スコアラー、
代表者の計５名までとする。※保護者の給水係りは別途２名まで。

監督 、コーチ、選手は、チームで統一された帽子 ・ユニフォーム ・アンダーシャツ ・ストッキングを着用し、
代理監督は指定された記章（リボン等）を付ける事。

　９、試合前 ：
メンバー表の提出は、第一試合のみ３０分前、それ以降は１時間前迄（厳守）とし、先行 ・後攻は
主将同士のジャンケンにて決める。試合前のシートノックは行わない。

１０、抗議権 ： 監督 ・当該プレイヤーのみとする。（但し、ルール上のアピールに限る。）

１１、タイム ： 監督が１イニングに同一投手の元に行ける回数は２回迄とする。（２回目は自動的に交代）

１試合のタイム回数は、監督はオフェンス ・ディフェンス共３回迄、（但し、選手の交代はこの限りではな
い。）　　　　選手は３回迄とする。※タイブレークに入った場合は２イニングで、それぞれ１回とする。

１２、用具 ：　
ヘルメット８個以上、捕手用ヘルメット ・プロテクター ・レガース ・マスク・ファールカップ 、
ＪＳＢＢ公認の金属バット。

捕手（審判員も含む）用マスクのSG基準義務化(全日本野球協会通達19．130号）に伴い、
ＳＧマークの確認できないキャッチャーマスクは使用不可とする。

１３、ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾙｰﾙ ： 当該各球場にてこれを定めるものとする。

ボールボーイを指定しヘルメットの着用を義務づける。攻守の交代は駆け足で行い挨拶や用具の整頓、
その他のマナーを徹底させる事。

１４、ｸﾞﾗﾝﾄﾞ整備 ： 大会期間中は毎朝各チーム ２名以上のグランド整備員を出す事。（審判部員は兼務しない）

１５、駐輪マナー ： 駐輪は係員の指示に従い、指定場所を厳守する事。

１６、上部大会 ： 成績優秀チームは上部大会へ推薦いたします。

１７、その他 ：
あくまでも救済処置として合同チームの参加を認める。その場合、背番号が重複しなければそれぞれの
ユニフォームを着用可能とする。但しチーム名はいずれかのチーム名に統一すること。
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